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1. 編修の基本方針

「言葉は，あなたと世界をつなぎ，
 あなた自身の世界を作り上げる。」

生徒が語彙を広げ，語感を磨くことができるよう，優れた作品・文章を多数用意するとともに，
論理的思考力や豊かな感性を育み，言語文化への関心を高める教材や資料を随所に設けました。

語彙力を高め，豊かな感性と論理的思考力を培う
― 筋道を立てて考え，豊かに感じ，想像するための言葉を育てる教科書です。2

国語の学習を教科書や授業の中だけで閉じることなく，自ら整理したり，考えたり，発信した
りすることで，身につけた力をさらに強化し，生きる力に大きく転化していけるようにしました。

国語の学びを，社会生活や未来につなぐ
― 言葉を通して，学ぶ楽しさや人とつながる喜びを実感できる教科書です。3

次世代を担う子供たちには，予測困難な社会の中でさまざまな変化に積極的に向き合い，他者と協働しながら新し
い価値を創り出すことが求められています。この教科書で学ぶ子供たちが，自らの手で未来を切りひらき，人との関
わりの中で力強く生き抜いていくための言葉の力と豊かな感性を身につけられるよう，また，確かな力の習得を自分
自身が実感し，国語を学ぶ達成感や充実感を味わうことのできるよう，次のことを基底において編修しました。

生徒自身が学習の見通しをもち，身につける資質・能力を意識して，主体的に取り組めるようにしました。
学習活動を系統的に編成し，インプットとアウトプットを螺旋的に繰り返すことで資質・能力の定着を図ります。

確かな国語の力を育む
― 何を，何のために，どう学ぶのかが，ひと目でわかる教科書です。1

令和３年度版 中学校「国語」教科書について

内容解説資料



1 確かな国語の力を育む
― 何を，何のために，どう学ぶのかが，ひと目でわかる教科書です。

 「学習」（手引き）生徒を「主体的・対話的で深い学び」へ誘います。

•  全体を上下２段に整理し，学習の流れを明確にすることで生徒が主体的に取り組めるようにしました。

「見通しをもつ」 何を，何のために学ぶかを把握する。
言語活動と〔知識及び技能〕〔思考力，判断力，表現力等〕
の目標を掲げました。

「振り返る」 自己の成長を実感する。
「何ができるようになったか」や自己の変容を意識化する小
さな課題を示し，身につけた資質・能力を次の学習に生か
せるようにしました。

学習課題 学習過程に即して主体的に学ぶ。
「捉える」「読み深める」「考えをもつ」という学習過程に即し
て課題を示しました。個の活動と集団での活動を行き来しな
がら，多様性の中で主体的に自分の考えを確立できます。

「学習の窓」 汎用性のある学習のポイントを図解。
上段の課題に取り組む際の手がかりとして，また，身につ
けた資質・能力を領域や教科を超えて活用する際にも生
かせます。

 巻頭「学習の見通しをもとう」

1年間の国語学習全体を見渡せます。
•  1年間の国語学習の全体像を見渡すことができます。
•  それぞれの言語活動を通して，どのような資質・能
力を身につけるのかが明確に示されています。

 「情報整理のレッスン」「思考のレッスン」　多様化する社会に必要な，論理的思考力を育てます。

•  学習指導要領で新設された ｢情報の扱い方に関す
る事項｣について ‚見開き 2ページで解説するコン
パクトな教材を設けました。
•  よくある「困った場面」を出発点に，情報を「見
える化」したり，「意見と根拠」「原因と結果」な
ど，情報と情報との関係を理解したりすることの
価値をわかりやすく解説しました。
•  ｢情報の扱い方に関する事項｣ を的確に理解し，論
理的思考力の形成や表現に生かせるよう，１～３
年まで系統立てて位置づけました。

1年P50 「ちょっと立ち止まって」学習（手びき）

2 語彙力を高め，豊かな感性と論理的思考力を培う
― 筋道を立てて考え，豊かに感じ，想像するための言葉を育てる教科書です。
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し
て
い
る
か
を
考
え
よ
う
。

①②
　筆
者
の
考
え
を
も
と
に
、
生
活
の
中
で
、
も
の
の
見
方
や
考
え

方
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
体
験
や
事
例
を
発
表
し
よ
う
。

捉える読み深める考えをもつ

要
旨
の
捉
え
方
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

筆
者
は
、
な
ぜ
私
た
ち
に
「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
他
の
見
方
を
試
し
て
」
み
る
こ
と
（
49
ペ
ー
ジ
6
行
目
）
を
す
す
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

➡
「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」
と
い
う
語
句
を
使
っ
て
書
こ
う
。

振り返る

43
ペ
ー
ジ

段
落
の
役
割

50
ペ
ー
ジ

文
章
の
構
成

習窓
学の

⃝
�

説
明
的
な
文
章
は
、
大
き
く
三
つ
の
ま
と
ま
り
で
構
成
さ
れ
る
こ

と
が
多
い
（
初
め
・
中
・
終
わ
り
、
序
論
・
本
論
・
結
論
な
ど
）。

⃝
�

文
章
全
体
の
構
成
を
意
識
し
て
読
む
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要
旨
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

要
旨
　文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。

「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。

266
ページ

説
明
的
な
文
章
を
読
む
た
め
に

文
章
の
構
成
に
着
目
す
る

言
葉
を
広
げ
る

　本
文
か
ら
「
見
る
」
こ
と
に
関
す
る
言
葉
や
慣
用
句
を
ぬ
き
出
し
、

注
目
の
度
合
い
や
、
見
る
時
間
の
長
さ
の
順
に
整
理
し
て
み
よ
う
。

新
出
漢
字

46

摘
テ
キ

つ
む

46

浮
フう

く
う
か
れ
る

う
か
ぶ

う
か
べ
る

46

影
エ
イ

か
げ

47

架
カか

け
る

か
か
る

47

珍
チ
ン

め
ず
ら
し
い
48

奥
（
オ
ウ
）

お
く

48

顎
ガ
ク

あ
ご

48

粧
シ
ョ
ウ

49

秀
シ
ュ
ウ

（
ひ
い
で
る
）
49

麗
レ
イ

（
う
る
わ
し
い
）

49

露
ロロ

ウ
つ
ゆ

49

荒
コ
ウ

あ
ら
い

あ
れ
る

あ
ら
す

49

縛
バ
ク

し
ば
る

49

距
キ
ョ

新
出
音
訓

48

化
粧
台（
ケ
シ
ョ
ウ
ダ
イ
）

48

座
る（
す
わ
る
）

49

試
す（
た
め
す
）

134
ペ
ー
ジ

構
成
や
展
開

の
効
果

184
ペ
ー
ジ

目
的
に

応
じ
た
要
約

5051 新しい視点で ● ちょっと立ち止まって

本
論

結
論

序
論

段
落

段
落

段
落

段
落

ま
と
め
・
主
張

導
入
・
話
題
提
示
・

問
題
提
起

具
体
的
な
説
明

（
主
張
や
結
論
を
支
え
る

 

事
例
や
根こ
ん

拠き
ょ

、
理
由
な
ど
）

【文章の構成の例】

学
習

学
習
活
動

　文
章
の
要
旨
を
捉
え
、
そ
れ
を
も
と
に
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う
。

⃝

筆
者
の
主
張
と
事
例
と
の
関
係
を
理
解
す
る
。

⃝

段
落
の
ま
と
ま
り
に
着
目
し
、
文
章
の
要
旨
を
捉
え
る
。

見通しをもつ

目
標

　文
章
を
読
ん
で
、
次
の
よ
う
に
感
じ
た
と
こ
ろ
を
出
し
合
お
う
。

・「
そ
の
と
お
り
だ
。」「
な
る
ほ
ど
。」（
共
感
・
納な
っ

得と
く

）

・「
そ
う
い
う
こ
と
だ
っ
た
の
か
。」（
発
見
・
気
づ
き
）

・「
わ
か
ら
な
い
な
。」「
ど
う
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。」（
疑
問
）

　最
初
に
も
っ
た
疑
問
は
解
決
し
た
か
な
。

　学
習
の
前
に
は
気
づ
か
な
か
っ
た
、
新
た
な
発
見
や
疑

問
が
あ
れ
ば
、
友
達
ど
う
し
で
報
告
し
合
お
う
。

文
章
の
構
成
に
着
目
し
、
要
旨
を
捉
え
よ
う
。

①
文
章
の
構
成
に
着
目
し
、
そ
の
効
果
を
考
え
よ
う
。

②
考
え
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う
。

③

文
章
全
体
を
、
大
き
く
三
つ
の
ま
と
ま
り
（
序
論
・
本
論
・
結

論
）
に
分
け
て
み
よ
う
。
さ
ら
に
、
本
論
を
事
例
ご
と
の
ま
と

ま
り
に
分
け
て
み
よ
う
。

筆
者
の
考
え
（
結
論
）
を
も
と
に
、
文
章
の
要
旨
を
ま
と
め 

よ
う
。

①②
文
章
と
図
と
の
対
応
に
注
意
し
、
本
論
の
図
が
そ
れ
ぞ
れ
何
を

述
べ
る
た
め
に
示
さ
れ
て
い
る
か
を
ひ
と
言
で
ま
と
め
よ
う
。

結
論
を
導
く
た
め
に
、
序
論
と
本
論
が
ど
の
よ
う
な
役
割
を
果

た
し
て
い
る
か
を
考
え
よ
う
。

①②
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の
考
え
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も
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に
、
生
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の
中
で
、
も
の
の
見
方
や
考
え

方
が
広
が
っ
た
と
思
わ
れ
る
体
験
や
事
例
を
発
表
し
よ
う
。

捉える読み深める考えをもつ

要
旨
の
捉
え
方
に
つ
い
て
わ
か
っ
た
こ
と
を
、
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
て
み
よ
う
。

筆
者
は
、
な
ぜ
私
た
ち
に
「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
、
他
の
見
方
を
試
し
て
」
み
る
こ
と
（
49
ペ
ー
ジ
6
行
目
）
を
す
す
め
て
い
る
の
だ
ろ
う
。

➡
「
ち
ょ
っ
と
立
ち
止
ま
っ
て
」
と
い
う
語
句
を
使
っ
て
書
こ
う
。

振り返る
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ペ
ー
ジ

段
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役
割
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ペ
ー
ジ
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ま
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で
構
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さ
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る
こ

と
が
多
い
（
初
め
・
中
・
終
わ
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序
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・
本
論
・
結
論
な
ど
）。

⃝
�

文
章
全
体
の
構
成
を
意
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し
て
読
む
と
、
内
容
を
整
理
し
た
り
、

要
旨
を
捉
え
た
り
す
る
こ
と
に
役
立
つ
。

【
学
習
で
用
い
る
言
葉
】

要
旨
　文
章
の
内
容
や
、
筆
者
の
考
え
の
中
心
と
な
る
事こ
と

柄が
ら

の
こ
と
。

「
結
論
」
の
ま
と
ま
り
に
表
れ
る
こ
と
が
多
い
。
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説
明
的
な
文
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を
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に

文
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の
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に
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言
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を
広
げ
る

　本
文
か
ら
「
見
る
」
こ
と
に
関
す
る
言
葉
や
慣
用
句
を
ぬ
き
出
し
、

注
目
の
度
合
い
や
、
見
る
時
間
の
長
さ
の
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に
整
理
し
て
み
よ
う
。
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出
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摘
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る
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る

46

影
エ
イ

か
げ

47

架
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け
る

か
か
る

47

珍
チ
ン

め
ず
ら
し
い
48

奥
（
オ
ウ
）

お
く

48

顎
ガ
ク

あ
ご

48

粧
シ
ョ
ウ

49

秀
シ
ュ
ウ

（
ひ
い
で
る
）
49

麗
レ
イ

（
う
る
わ
し
い
）

49

露
ロロ

ウ
つ
ゆ

49

荒
コ
ウ

あ
ら
い

あ
れ
る

あ
ら
す

49

縛
バ
ク

し
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る

49

距
キ
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新
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48
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粧
台（
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ウ
ダ
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134
ペ
ー
ジ

構
成
や
展
開

の
効
果

184
ペ
ー
ジ

目
的
に

応
じ
た
要
約

上
段
（
学
習
の
流
れ
）

下
段（
支
え
）

2年P132 「思考のレッスン2　根拠の吟味」より

［
主
観
や
思
い
込
み
を
根
拠
と
し
て
い
な
い
か
］

　
ダ
ン
ス
が
い
ち
ば
ん
盛
り
上
が
る

か
ら
。

　
ど
う
し
て
、
そ
う
言
い
切
れ
る
の
。

　
私
た
ち
の
ク
ラ
ス
は
、
今
年
の
文
化
祭
で
、

ダ
ン
ス
に
取
り
組
む
べ
き
だ
。

意見　
同
じ
グ
ル
ー
プ
の
友
達
に
き
い
た

ら
、
み
ん
な
、
ダ
ン
ス
が
好
き
だ
と

言
っ
て
い
た
か
ら
。

　
他
の
グ
ル
ー
プ
の
人
は
ど
う
か
な
。

［
挙
げ
ら
れ
た
事
実
に
例
外
は
な
い
か
］

1年P6「学習の見通しをもとう」



－ 3－

1年P80「言葉を集めよう」

1年P156「古典の世界」（古典導入）

1年P300 巻末資料「語彙を豊かに」

2年P60「情報社会を生きる」

「古典の世界」「季節のしおり」

言語文化との新鮮な出会いを演出します。

[ 古典の世界 ]

•  時代背景を直感的に理解できるビジュアル資料
を増設。1年には，中学校 3年間で学習する古典
を見渡せる「古典の世界」を新設しました。
[ 季節のしおり ］

•  四季の言葉や詩歌を挿絵とともに紹介。生徒の
感性を揺さぶるような名文や情緒あふれる言葉
を厳選しました。

「言葉を集めよう」「語彙を豊かに」

知性や感性を支える，語彙力を鍛えます。

[ 言葉を集めよう  もっと「伝わる」表現を目ざして ]

•  各学年に，語彙を広げ，語感を磨くことを目的
とした教材を系統的に位置づけました。
[ 語彙を豊かに ][ 学習で用いる言葉 ]

•  教材や「学習の窓」‚ 巻末に ‚ 思考や表現の助け
となる言葉をまとめました。

「情報社会を生きる」

情報に流されずに自ら考える力を育てます。

•  情報化の進展する社会の中で ‚情報を疑い ‚適切
に読み解く方法を実践を通して学びます。
•  図や表 ‚グラフと文章を関連づけて読む方法 ‚多
用なメディアを活用した情報収集の方法 ‚実用
的な文章の読解や新聞記事の比べ読みのしかた
などを身につけることができます。

「読書生活を豊かに」「読書に親しむ」

読書を通して学び続ける主体を育てます。

•  読書の価値を実感し ‚生涯にわたる読書習慣を
定着させるために ‚年間2か所 ‚読書単元を設け
ました。
•  教科書で完結することなく‚ 確実に「本」に手を 

伸ばしてもらえるよう‚  同じテーマで複数の作品
の一部を紹介するなど‚  教材の示し方を一新し
ました。

3年P194「季節のしおり」（冬）

3 国語の学びを，社会生活や未来につなぐ
― 言葉を通して，学ぶ楽しさや人とつながる喜びを実感できる教科書です。

6061 情報社会を生きる ● メディアを比べよう

サッカーFIFAワールドカップ１次リーグ
日本, 2位で決勝トーナメント進出へ

NEWS

0：59
情
報
社
会
を
生
き
る

▼
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
比
較
し
よ
う
。

2018 年 6 月 29 日朝刊2018 年 7月 9日発行

あ
な
た
は
普
段
、
ど
の
よ
う
に
情
報
を
集
め
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
身
の
回
り
に
あ
る
メ
デ
ィ
ア
を
比
べ
て
、
特
徴
を
理
解
し
よ
う
。

　本
、
雑
誌
、
新
聞
、
テ
レ
ビ
、
ネ
ッ
ト
ニ
ュ
ー
ス
、
※

Ｓ

Ｎ
Ｓ
の
特
徴
に
つ
い
て
次
の
観
点
で
比
較
し
、
そ
の
根
拠
を

話
し
合
お
う
。

［
比
較
の
観
点
］

⃝

速
報
性
…
報
道
が
配
信
さ
れ
る
速
さ
。

⃝

詳
細
さ
…
情
報
の
詳
し
さ
。

⃝

信
頼
性
…�

発
信
者
名
や
情
報
の
出
典
が
明
記
さ
れ
て
い
る

か
、
確
か
な
情
報
に
基
づ
い
て
い
る
か
な
ど
。

例 

本
の
場
合

⃝

速
報
性 

★
☆
☆
…
出
版
ま
で
に
時
間
が
か
か
る
。

⃝

詳
細
さ 

★
★
★
…
詳
細
な
も
の
が
多
い
。

⃝

信
頼
性 

★
★
★
…�

著
者
名
が
明
記
さ
れ
て
い
る
分
、

信
頼
性
は
高
い
。

※�

ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー
ビ
ス
の
略
称
。
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
不
特
定
多
数
宛
て
に
情
報
を
発
信
し
た
り
、
受
信
者

と
や
り
取
り
を
し
た
り
で
き
る
。

2018年6月29日午前7時49分配信

決勝トーナメント進出。

いろんな意味で難しい試合
でしたが，自分たちの１つ
の目標がクリアできたこと，
引き続き夢の舞台で戦える
ことに幸せを感じます。
日本史上初のベスト8を目
ざして，次のベルギー戦に
集中します！

Yuto Nagatomo | 長友佑都
@YutoNagatomo5N

新聞
WEB SPORTS NEWS

2018 年 6 月 29 日午前 0時 53 分配信

最後は頭脳戦で決勝トーナメント進出をつかむ

ロシア・ワールドカップのグループH最終戦，日本

代表対ポーランド代表の試合が６月28日に行われ，

日本は０対１で敗れたものの，グループHの２位で

決勝トーナメント進出を決めた。

日本代表，２大会ぶりの決勝 T 進出決定 !! 
ポーランドに敗れるも
フェアプレーポイントの差で２位通過！

日本代表   2018 年6月29日 0:53

ネットニュース

テレビニュース

 S N S

雑誌

2018 年 6 月 29 日午前 0時 59 分放送

メ
デ
ィ
ア
を
比
べ
よ
う

情報

2018サッカーFIFAワー

ルドカップ１次リーグ

H組の最終戦，日本は

ポーランドと対決。後

半で１点を先制された

日本，１- 0でポーラン

ドに敗れましたが，……

156157 いにしえの心にふれる ● 古典の世界

　古
典
は
、
長
い
年
月
を
超
え
て
、
今
日
ま
で
読
み
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
に
は
、
時

代
の
中
で
懸
命
に
生
き
る
人
間
の
姿
と
と
も
に
、
人
々
の
も
の
の
見
方
や
感
じ
方
、
豊
か
な

想
像
力
な
ど
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
代
と
言
葉
遣
い
や
仮
名
遣
い
は
違
っ
て
い
て
も
、

人
の
心
の
真
実
は
、
い
つ
の
時
代
も
変
わ
る
こ
と
な
く
私
た
ち
の
胸
を
打
つ
も
の
で
す
。

　和
歌
や
物
語
、
随ず
い

筆ひ
つ

な
ど
、
三
年
間
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
古
典
作
品
に
ふ
れ
、「
今
」

「
こ
こ
」
に
は
な
い
も
の
に
、
想
像
の
つ
ば
さ
を
広
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。

中
国
古
代
の
思
想
家
・
孔こ
う

子し

と

そ
の
弟で

子し

た
ち
と
の
問
答
集
。

中
国
の
古
典
に
由
来
す
る
言
葉
。

現
代
の
私
た
ち
の
生
活
に
も

息
づ
い
て
い
る
。

中
国
、
唐と
う

代だ
い

の
詩
に
ふ
れ
、

情
景
や
心
情
に
思
い
を
は
せ
る
。

●❹
万
葉
集
・
●❻
古
今
和
歌
集
・

●❾
新
古
今
和
歌
集

　三
年

●❶
論
語

　三
年

⃝

❷
故
事
成
語

　一
年

⃝

❸
漢
詩

　二
年

⃝

❺
竹
取
物
語

　一
年

●⓬
お
く
の
ほ
そ
道

　三
年

⃝

❽
源
氏
物
語

●❼
枕
草
子

　二
年

●⓫
徒
然
草

　二
年

季
節
の
移
り
変
わ
り
に
心
を
動
か
し
、

い
と
し
い
人
を
大
切
に
思
う
。

今
も
昔
も
変
わ
ら
な
い
心
の
感
動
を
、

美
し
く
表
現
し
た
日
本
の
三
大
歌
集
。

竹
か
ら
生
ま
れ
た
か
ぐ
や
姫ひ
め

。

五
人
の
貴
公
子
か
ら
求き
ゅ
う

婚こ
ん

さ
れ
て
…
…
。

日
本
最
古
と
さ
れ
る
物
語
。

紫む
ら
さ
き

式し
き

部ぶ

に
よ
る
長
編
物
語
。

主
人
公
・
光ひ
か
る

源
氏
の
恋れ
ん

愛あ
い

と
苦
悩
を
描
く
。

清せ
い

少し
ょ
う

納な

言ご
ん

の
す
る
ど
い

感
性
が
光
る
随
筆
。

兼け
ん

好こ
う

法
師
に
よ
る
、

ユ
ー
モ
ア
あ
り

皮
肉
あ
り
の
随
筆
。

俳
句
を
詠よ

み
な
が
ら
歩
く
、

松ま
つ

尾お

芭ば

蕉し
ょ
う

の
紀
行
文
。

行
程
約
二
千
四
百
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大
旅
行
。
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漢
詩
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春し
ゅ
ん

暁ぎ
ょ
う

」な
ど
）

中
国
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物
語
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源
氏
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語
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更さ
ら

級し
な

日
記

の
新
古
今
和
歌
集
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方
丈
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日に
っ

本ぽ
ん

永え
い
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い

蔵ぐ
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お
く
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　こ
の
時
代
の
人
は
、

ど
ん
な
こ
と
を
考
え

て
い
た
の
だ
ろ
う
。

古
典
の
世
界

　な
ぜ
古
典
を

学
ぶ
の
だ
ろ
う
。

今
の
自
分
と
、

つ
な
が
り
は
あ

る
の
か
な
。

　和
歌
の
世
界

　平
安
時
代
の
物
語

⃝

❿
平
家
物
語

　二
年

平
家
一
族
が
栄
え
、
ほ
ろ
ん
で
ゆ
く
さ
ま
を

描
い
た
軍
記
物
語
。

琵び

琶わ

法
師
の
語
る
壮そ
う

大だ
い

な
人
間
ド
ラ
マ
。

　戦
乱
の
時
代
の
物
語

　江
戸
時
代
の
紀
行
文

　漢
文
・
漢
詩
の
世
界

　随
筆
の
世
界

　
　

 

論
語
❶

　
　

 

故
事
成
語
❷

（「
矛む

盾じ
ゅ
ん

」な
ど
）

中
国

中
国

奈良平安鎌
かま

倉
くら

室
むろ

町
まち

江戸明治大正昭和 南北朝安
あ

土
づち

桃山
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百
人
一
首
を
味
わ
う

万
葉
集
❹

平成

令和

2年P84「読書生活を豊かに」（左）
2年P188「読書に親しむ」（上）

読書に親しむ�●�研究の現場にようこそ
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研
究
の
現
場
に
よ
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こ
そ

　読
書
は
、
未
知
へ
の
扉
。
今
回
の
水
先
案
内
人
は
研
究
者
、
あ
ふ
れ
る
よ
う
な
情
熱
を
傾
け
て
研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
人
た
ち
だ
。
研
究
を

通
し
て
見
え
る
世
界
は
、
は
た
し
て
ど
ん
な
も
の
な
の
か
。
知
的
好
奇
心
を
か
き
立
て
る
、
研
究
の
現
場
を
の
ぞ
い
て
み
よ
う
。

　東京都・上
うえ

野
の

にある国立科学博物館では，毎年，夏休み前後の時期に特別展が開か

れる。何度かに一度は，絶滅した動物についてのものだ。2014 年の夏の特別展も，

絶滅動物に関わるものだった。ただし，恐竜ではない。時間的にも空間的にもより身

近な「日本で発掘された絶滅哺乳類化石」がテーマである。

　では，かつてどんな絶滅哺乳類がいたのかというと，豪華メンバーがそろっている。

いわゆる巨大動物相※が「日本」にもあって，ゾウやら，サイやら，オオツノジカや

ら，今の基準でいえばかなりの「大物」が闊
かっ

歩
ぽ

していたとか。想像してみよう。

ちょっと郊外に出かけると，ゾウやオオツノジカなどがゆったりと歩き，食事をして

いる様子が見られるのだ。動物園でもサファリパークでもない，野生動物として！

　特別展の企画を担当した地学研究部（2014 年当時）の冨田幸光さんにお話を伺った。

　冨田さんは化石で見る生命進化の研究者なので，研究室にはウサギやビーバーや

サーベルタイガーなど，さまざまな動物の骨が実物や模型で置いてあった。

　冨田さんがまず語ってくださったのは，日本列島の成り立ちについてだ。

「もともと，日本列島は大陸の一部だったんです。2500 万年ほど前に日本海が開き

始めて，1500 万年ほど前に日本列島になる島々が今の場所あたりに来た。でも，離

れてすぐに今の形になったんじゃなくて，大陸から離れつつ小さな島にバラバラにば

らけちゃったような状態が続いて，だんだん日本列島ができていく。大陸から離れて

から動物がどのように変わったかというのが，一つの大きなテーマなんです。」

「ただ，日本の哺乳類化石の歴史は，日本列島が大陸から離れるずっと前，約 1億

2000 万年にも及ぶことが最近はわかっています。地理的な問題以前に，あるいはそ

れ以上に，時代の流れに伴う哺乳類の変化，つまり哺乳類全体の進化による変化を見

ることが大事なんです。」

　今の日本で発見される最古の哺乳類化石は約１億 2000 万年前！　それだけの時間

をかけた大進化は一つのテーマになる。日本における独自の哺乳類進化を見つつも，

哺乳類全体の進化自体を絶えず見渡さなければならないということだ。

第１回　｜　日本に野生のゾウやサイがいた頃

研究者　 �冨田 幸光　1950（昭和 25）―　愛知県出身。� �
古脊

せき

椎
つい

動物学者。
取材・文� �川端 裕人　1964（昭和 39）―　兵庫県出身。� �

小説家。

ゾウの一種・ステゴロフォドンの復元図。日本では宮城県船
ふな

岡
おか

町
まち

（現在の柴
しば

田
た

町
まち

）で発見されたものが最初で，1800 万年前
から 1600 万年前の地層で見つかっている。

※�動物相＝ある一定の場所や環境にすむ動物の全種類のこと。巨大動物相とは，特に大型動物の動
物相のことをいう。

日本列島の成り立ち
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https://m-manabi.jp/03c/kokugo2/p10/index.html


